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１
 
は

じ
め

に
 

    

「
聖
地
巡
礼
」
と
は
、
本
来
「
信
者
が
聖
地
を
参
拝
し
て
巡
り
歩
く
こ

と
。
聖
地
巡
拝
。
」
（
大
辞
林
よ
り
抜
粋
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ

で
い
う
「
聖
地
」
と
は
、
主
に
神
社
・
寺
院
と
い
っ
た
、
昔
か
ら
神
聖
な

場
所
と
さ
れ
て
き
た
地
を
指
す
。
そ
し
て
そ
の
聖
地
を
巡
る
宗
教
的
な
行

為
を
、
聖
地
巡
礼
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
こ
こ
数
年
で
、
「
聖
地
巡
礼
」
と
い
っ
た
言
葉
が
、
上
で
述
べ

た
意
味
と
違
っ
た
行
為
を
指
す
こ
と
が
急
激
に
増
え
た
。
そ
れ
は
「
ア
ニ

メ
聖
地
巡
礼
」
ま
た
は
「
聖
地
巡
礼
」
、「

舞
台
探
訪
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
ひ
と
つ
の
定
義
と
し
て
、
「
ア
ニ
メ
作
品
の
ロ
ケ

地
、
ま
た
は
そ
の
作
品
・
作
者
に
関
す
る
土
地
で
、
且
つ
フ
ァ
ン
に
よ
っ

て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
所
を
訪
ね
る
こ
と
」（

岡
本
 
二
〇
〇

八
）
と
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
、
「
ア
ニ
メ
・
漫
画
・
ゲ
ー
ム
等
の
作
品

の
中
で
背
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、
実
在
す
る
土
地
を
訪
ね
る
こ
と
」

と
し
、
一
般
的
に
「
舞
台
探
訪
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
行
動
も
含
め
、
す
べ

て
「
聖
地
巡
礼
」
と
記
述
す
る
。
ま
た
、
そ
の
実
在
す
る
土
地
に
つ
い
て

も
、
す
べ
て
「
聖
地
」
と
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
誕
生
は
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
ご
ろ
で
あ
る
と
い

う
結
果
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン

が
個
人
で
聖
地
巡
礼
に
関
す
る
サ
イ
ト
を
作
成
し
、
情
報
を
発
信
・
サ
イ

ト
同
士
で
情
報
を
共
有
し
合

う
と
い
っ

た
事
例
も
多
く
み
ら
れ
て
い
る

（
岡
本
 
二
〇
〇
九
）
。
 

 
本
論
文
の
副
題
の
「
け
い
お
ん
！
」
と
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
二

〇
一
〇
年
九
月
ま
で
「
ま
ん
が
タ
イ
ム
き
ら
ら
」
に
て
連
載
さ
れ
て
い
た

４
コ
マ
漫
画
、
お
よ
び
、
二
〇
〇
九
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
放
映
さ
れ
て

い
た
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
名
称
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー

ア
ニ

メ
聖

地
巡

礼
の

地
理

学
 

―
「

け
い

お
ん

！
」

を
事

例
に

―
 

上
田

明
日

香
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シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
第
二
期
「
け
い
お
ん
！
！
」
が

2
0
1
0
年
四
月
か

ら
九
月
ま
で
放
映
さ
れ
て
お
り
、
映
画
化
も
決
定
し
て
い
る
。
漫
画
原
作

は
か
き
ふ
ら
い
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
は
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
主

な
放
映
局
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
「
け
い
お
ん
！
」
お
よ
び
「
け
い
お
ん
！
！
」（

以
下
「
け
い
お
ん
！
」

と
統
一
）
を
重
点
的
に
扱
う
こ
と
と
す
る
。
 

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
主
人
公
で
あ
る
女
子
高
生
た
ち
（
平
沢
唯
・
秋
山

澪
・
田
井
中
律
・
琴
吹
紬
・
中
野
梓
）
が
軽
音
楽
部
で
活
動
す
る
様
子
を

描
い
て
い
る
学
園
物
語
だ
が
、
バ
ン
ド
活
動
よ
り
も
、
主
人
公
た
ち
の
「
の

ん
び
り
と
し
た
、
至
っ
て
平
凡
で
よ
く
あ
り
そ
う
な
女
子
高
生
の
日
常
」

を
描
く
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
 

 
ア
ニ
メ
放
映
開
始
後
、
作
中
で
登
場
人
物
が
使
用
し
て
い
る
、
実
在
す

る
楽
器
や
高
価
な
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
等
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
一
部
で
は
社

会
現
象
と
ま
で
呼
ば
れ
た
。
他
に
も
、
主
人
公
た
ち
の
バ
ン
ド
「
放
課
後

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」
が
歌
っ
て
い
る
、
ア
ニ
メ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
と
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
曲
が
オ
リ
コ
ン
１
位
と
２
位
を
独
占
す
る
と
い
っ
た
、
オ
リ
コ

ン
史
上
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
な
ど
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
界
だ
け
で
な

く
、
音
楽
界
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
 

「
け
い
お
ん
！
」
で
主
人
公
た
ち
の
通
っ
て
い
る
高
校
が
、
滋
賀
県
犬

上
郡
豊
郷
町
に
あ
る
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
や
、

背
景
に
実
在
す
る
土
地
（
主
に
京
都
府
）
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

フ
ァ
ン
の
間
で
聖
地
巡
礼
行
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
一
部
で
は
、
豊
郷
小

学
校
旧
校
舎
群
に
訪
れ
る
こ
と
を
「
登
校
」
と
呼
ん
で
い
る
。
 

こ
う
い
っ
た
、
ア
ニ
メ
・
漫
画
・
ゲ
ー
ム
等
を
起
因
と
し
た
聖
地
巡
礼

行
動
に
関
し
て
の
研
究
は
数
年
前
か
ら
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
二
〇
一
〇

年
十
一
月
二
十
七
日
に
は
、
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
第
１
回

総
会
」
が
開
か
れ
た
程
で
あ
る
。
こ
の
総
会
は
、
「
ら
き
☆
す
た
」
の
聖

地
と
さ
れ
て
い
る
、
埼
玉
県
久
喜
市
鷲
宮
町
（
以
下
、
鷲
宮
町
）
で
開
催

さ
れ
た
。
 

こ
の
総
会
の
第
一
部
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
発
表
者
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ
ス
プ
レ
を
し
た

姿
で
壇
上
に
立
ち
、
各
自
の
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
観
客
側
の
一

部
に
も
コ
ス
プ
レ
姿
が
見
受
け
ら
れ
、
従
来
の
総
会
と
は
違
っ
た
雰
囲
気

の
研
究
発
表
会
と
な
っ
た
。
第
二
部
で
は
、
名
古
屋
の
円
頓
寺
を
舞
台
に

制
作
さ
れ
た
地
域
映
画
「
S
eek

in
g
 O

T
S
U
K
A
」
と
、
鷲
宮
町
を
舞
台

に
制
作
さ
れ
た
地
域
映
画
「
鷲
宮
☆
物
語
」
の
上
映
、
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
域
発
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
今
後
ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
な
ど
、
展
開
の

難
し
い
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
 

以
上
の
よ
う
に
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
聖
地
巡
礼
者
に

つ
い
て
の
分
析
や
研
究
、
お
よ
び
そ
の
聖
地
の
地
域
振
興
や
ま
ち
お
こ
し

に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
聖
地
の
空
間
的
特
性

や
、
制
作
者
側
の
立
場
か
ら
み
た
聖
地
巡
礼
行
動
に
つ
い
て
は
、
研
究
が

不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
本
論
文
は
、
日
本
全
国
に
お
け
る
聖
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地
の
分
布
、
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
の
特
徴
、
京
都
府
に
お
け
る
「
け
い

お
ん
！
」
の
聖
地
の
分
布
、
ア
ニ
メ
と
聖
地
の
比
較
を
も
と
に
、
聖
地
を

空
間
的
に
捉
え
た
地
理
学
的
な
特
徴
や
、
制
作
者
側
の
立
場
を
交
え
た
聖

地
巡
礼
行
動
が
地
域
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
 

 ２
 
日

本
全

国
に

お
け

る
聖

地
の

分
布

 

     
「
舞
台
探
訪
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い
う
サ
イ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、

ア
ニ
メ
・
漫
画
・
ゲ
ー
ム
等
の
作
品
を
対
象
と
し
、
日
本
全
国
に
お
け
る

聖
地
の
分
布
図
を
年
代
別
に
作
成
し
た
。
ま
た
、
同
じ
作
品
の
中
で
い
く

つ
も
の
聖
地
を
持
つ
場
合
で
も
、
そ
の
地
域
を
す
べ
て
数
値
に
含
め
た
。

ち
な
み
に
、
一
番
多
く
聖
地
を
持
つ
作
品
は
、
一
九
九
八
年
に
登
場
し
た

「
ラ
ブ
ひ
な
」
で
、
聖
地
の
数
は
海
外
を
含
め
十
五
か
所
で
あ
る
。
年
代

は
、
作
品
自
体
が
世
間
に
登
場
し
た
年
で
分
け
、
一
九
九
〇
年
以
前
・
一

九
九
一
年
～
二
〇
〇
〇
年
・
二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
五
年
・
二
〇
〇
六
年

～
二
〇
一
〇
年
十
月
の
、
４
項
目
で
作
成
し
た
。
海
外
の
聖
地
は
「
海
外
」

と
し
て
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
。
 

 
デ
ー
タ
と
し
て
扱
っ
た
作
品
の
数
は
、
一
九
九
〇
年
以
前
が
２
８
作
品
、

一
九
九
一
～
二
〇
〇
〇
年
が
８
３
作
品
、
二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
五
年
が

１
６
３
作
品
、
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
一
〇
年
十
月
が
２
２
８
作
品
で
あ
る
。

す
べ
て
の
年
代
の
合
計
は
、
５
０
２
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
「
舞

台
探
訪
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
二
つ
以
上
に
分
け
ら
れ
て
い
る
作
品
を
、
筆

者
の
判
断
で
ひ
と
つ
の
作
品
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
数
作
品
あ
る
。
例

え
ば
「
T
H
E
 iD

O
L
M
@
S
T
E
R
」
と
「
T
H
E
 iD

O
L
M
@
S
T
E
R
2
」
を

ひ
と
つ
の
作
品
と
し
て
扱
う
な
ど
、
主
に
シ
リ
ー
ズ
で
続
い
て
い
る
作
品

は
ま
と
め
て
、
以
下
の
デ
ー
タ
と
し
た
。
 

 ２
．

１
 
一

九
九

〇
年

以
前

の
分

布
図

 

     
一
九
九
〇
年
以
前
は
作
品
数
自
体
が
少
な
く
、
聖
地
の
存
在
し
な
い
地

域
が
多
数
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
、
東
京
都
に
あ
る
聖
地
は
他
の
地

域
と
比
べ
る
と
飛
躍
的
に
多
い
こ
と
が
分
か
る
（
図
‐
１
・
２
）
。
こ
こ

で
、
東
京
都
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
聖
地
を
持
つ
作
品
の
数
に
も
注
目
し

た
い
。
一
九
九
〇
年
以
前
の
作
品
の
聖
地
に
海
外
が
多
い
理
由
と
し
て
、

当
時
の
日
本
に
現
在
の
よ
う
な
ア
ニ
メ
・
漫
画
・
ゲ
ー
ム
文
化
が
あ
ま
り

浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
単
純
に
海
外
へ
の
強
い
あ
こ
が
れ
が
反

映
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
 

 ２
．

２
 
一

九
九

一
年

～
二

〇
〇

〇
年

の
分

布
図

 

     
一
九
九
〇
年
代
と
な
る
と
作
品
数
も
大
幅
に
増
え
、
聖
地
の
存
在
す
る

地
域
も
増
え
た
（
図
‐
３
・
４
）
。
１
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇

年
代
前
半
に
聖
地
巡
礼
行
動

が
誕
生
し

た
こ
と
も
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ

る
だ
ろ
う
。
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図‐1 県別聖地作品数 1990 年以前（舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 

図‐2 県別聖地作品数 1990 年以前（舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 
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図‐3 県別聖地作品数 1991 年～2000 年（舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 

図‐4 県別聖地作品数 1991 年～2000 年（舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 
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こ
の
年
代
の
作
品
の
聖
地
は
東
京
都
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
も
ま
ば
ら

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
地
図
を
見
て
み
る
と
、
関
東
地
方
よ

り
西
に
聖
地
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
聖
地

の
存
在
す
る
地
域
が
増
え
た
と
は
い
え
、
一
九
九
〇
年
以
前
の
デ
ー
タ
と

併
せ
て
見
て
み
て
も
、
未
だ

聖
地
の
存

在
し
て
い
な
い
地
域
が
、
富
山

県
・
山
梨
県
・
滋
賀
県
・
鳥
取
県
・
佐
賀
県
・
大
分
県
と
、
６
県
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
海
外
に
聖
地
を
持
つ
作
品
の
比
率
は
、
一
九

九
〇
年
以
前
に
比
べ
る
と
減
少
し
て
い
た
。
 

 ２
．

３
 
二

〇
〇

一
年

～
二

〇
〇

五
年

の
分

布
図

 

     
二
〇
〇
〇
年
代
に
突
入
す
る
と
、
作
品
数
が
激
増
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
萌

え
」
と
い
う
単
語
が
世
間
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
「
オ
タ
ク
文
化
」
の
急
成
長
に
よ
り
、
世
間
に
登
場
す
る

作
品
の
数
や
、
そ
れ
を
好
む
フ
ァ
ン
の
数
も
比
例
し
て
急
増
し
、
聖
地
巡

礼
者
も
同
じ
よ
う
に
増
え
て
い
っ
た
年
代
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら

れ
る
。
 

こ
の
年
代
の
聖
地
の
存
在
す
る
地
域
を
分
析
し
て
み
る
と
、
一
九
九
一
年

～
二
〇
〇
〇
年
の
デ
ー
タ
で
み
ら
れ
た
「
地
方
に
も
ま
ば
ら
に
聖
地
が
存

在
す
る
」
と
い
う
傾
向
が
な
く
な
り
（
図
‐
５
・
６
）
、
東
京
都
・
神
奈

川
県
の
ふ
た
つ
の
地
域
だ
け
が
群
を
抜
い
て
数
が
多
い
、
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。
一
方
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
聖
地
が
存
在
し
な
か
っ
た
、
富
山
県
・

山
梨
県
・
滋
賀
県
・
鳥
取
県
・
佐
賀
県
・
大
分
県
の
６
県
の
う
ち
、
こ
の

年
代
で
山
梨
県
だ
け
が
聖
地
を
持
つ
地
域
と
な
り
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
で

聖
地
を
持
た
な
い
地
域
が
５
県
と
な
っ
た
。
 

 ２
．

４
 
二

〇
〇

六
年

～
二

〇
一

〇
年

一
〇

月
の

分
布

図
 

     
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一

〇
年
十
月
現
在
ま
で
の
作
品
数
は
今
ま
で

の
年
代
の
中
で
最
も
多
い
。
さ
ら
に
、
作
品
数
に
比
例
し
最
も
フ
ァ
ン
の

数
や
聖
地
巡
礼
者
の
数
が
多

く
な
っ
た

年
代
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
数
々
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
ら
き
☆
す
た
」
の

聖
地
で
あ
る
鷲
宮
町
の
取
り
組
み
が
世
間
に
広
く
認
知
さ
れ
始
め
た
こ

と
も
、
フ
ァ
ン
や
聖
地
巡
礼
者
が
増
加
し
た
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
こ
の
年
代
で
は
、
二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
五
年
の
分
布
図
で
明
ら
か
に

な
っ
た
、
「
東
京
都
・
神
奈
川
県
の
ふ
た
つ
の
地
域
だ
け
が
群
を
抜
い
て

数
が
多
い
」
と
い
う
デ
ー
タ
が
、
さ
ら
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
（
図
‐
７
・
８
）
。
２
２
８
作
品
の
う
ち
１
６
４
作
品
、
約
７
割
が
、

東
京
都
お
よ
び
神
奈
川
県
、
も
し
く
は
両
方
に
聖
地
を
持
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
地
方
に
聖
地
を
持
つ
地
域
の
比
率
が
大
幅
に
減
少
し
た
た

め
、
よ
り
東
京
都
と
神
奈
川
県
に
集
中
し
て
い
る
様
子
が
分
か
る
結
果
と

な
っ
た
。
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図‐5 県別聖地作品数 2001 年～2005 年（舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 

図‐6 県別聖地作品数 2001 年～2005 年（舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 
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図‐7県別聖地作品数2006～2010年 10月(舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 

図‐8県別聖地作品数2006～2010年 10月(舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 
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一
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〇
年

十
月

の
分

布
図

 

     
一
九
九
〇
年
以
前
か
ら
二

〇
一
〇
年

一
〇
月
ま
で
の
す
べ
て
の
年
代

の
合
計
を
、
年
代
別
に
色
分
け
し
て
分
布
図
に
し
た
（
図
‐
９
・
１
１
）
。

こ
の
分
布
図
を
見
る
と
、
今
ま
で
の
年
代
と
同
様
に
、
東
京
都
・
神
奈
川

県
の
ふ
た
つ
の
地
域
だ
け
が
群
を
抜
い
て
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
ふ
た
つ
の
地
域
だ
け
で
、
日
本
全
国
（
海
外
含
む
）
の
聖
地
全
体
の
約

４
割
を
占
め
て
い
る
。
作
品
の
割
合
で
い
う
と
、
東
京
都
お
よ
び
神
奈
川

県
、
も
し
く
は
両
方
に
聖
地
を
持
つ
作
品
は
、
全
体
の
約
７
割
弱
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
 

一
方
、
上
の
デ
ー
タ
（
図
‐
９
）
の
み
だ
と
、
東
京
都
と
神
奈
川
県
以

外
の
地
域
の
比
較
が
し
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、
東
京
都
と
神
奈
川
県
を
除
い

た
地
域
の
み
で
作
品
数
の
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
（
図
‐
１
０
）
。
こ
の
グ

ラ
フ
を
見
る
と
、
海
外
・
京
都
府
・
北
海
道
の
順
に
作
品
数
が
多
い
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
、
鳥
取
県
・
佐
賀
県
・
大
分
県
の
３
県
に
は
、
聖
地

が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
東
北
地
方
・
北

陸
地
方
・
四
国
地
方
、
お
よ
び
九
州
地
方
の
一
部
に
聖
地
を
持
つ
作
品
の

数
が
極
端
に
少
な
く
、
こ
の
デ
ー
タ
は
地
域
差
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ

た
結
果
と
な
っ
た
。
 

 ３
 
調

査
対

象
地

域
 

 

２
章
で
は
日
本
全
国
の
聖
地
分
布
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
の
先
は
主

に
滋
賀
県
と
京
都
府
に
聖
地
を
持
つ
、
「
け
い
お
ん
！
」
を
事
例
に
進
め

て
い
く
こ
と
と
す
る
。
 

 
 

図‐9 県別聖地作品数 1990 年以前～2010 年 10月 

（舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 
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図‐11 県別聖地作品数 1990 年以前～2010 年 10月 

（舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 

 

図‐10 東京都・神奈川県を除く県別聖地作品数 1990 年以前～2010 年 10月 

（舞台探訪アーカイブを参考に、上田作成） 
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３
．

１
 
調

査
対

象
地

域
の

概
要

 

  
「
け
い
お
ん
！
」
の
主
な
聖
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎

群
（
写
真
‐
１
）
は
、
滋
賀
県
犬
上
郡
豊
郷
町
（
以
下
、
豊
郷
町
）
に
佇

む
。
豊
郷
町
は
、
面
積
７
．
８
２
ｋ
㎡
、
人
口
七
三
五
二
人
（
二
〇
一
〇

年
八
月
十
二
日
現
在
）
の
、
滋
賀
県
内
に
あ
る
自
治
体
で
最
も
面
積
が
小

さ
い
町
で
あ
る
（
図
‐
１
２
）
。
ま
た
、
江
州
音
頭
の
発
祥
地
の
ひ
と
つ

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
伊
藤
忠
商
事
・
丸
紅
創
業
者
の
伊
藤
忠
兵

衛
の
出
身

地
と

し
て

も
有

名

で
あ
る
。
こ
の
町
に
あ
る
駅
は

近
江
鉄
道
の
豊
郷
駅
で
、
通
常

は
無
人
駅
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
ま

た
、
「
け

い
お

ん
！
」

の

聖
地
と
し
て
、
京
都
府
も
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
聖

地
が

多
く
存

在
す

る
の

は
京

都
市
内
で

あ
る
。

京
都
市

は
、

面
積
８
２
７
．
９
０
ｋ
㎡
、
人

口
１
，
４
６
３
，
４
４
４
人
（
二

〇
一
〇
年
九
月
一
日
現
在
）
の
、

政
令
指
定
都
市
で
あ
る
（
図
‐

１
３
）
。

京
都
市
は
十

一
の
区

（
右
京
区
・
上
京
区
・
北
区
・
左
京
区
・
下
京
区
・
中
京
区
・
西
京
区
・

東
山
区
・
伏
見
区
・
南
区
・
山
科
区
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の
市

で
第
六
位
（
昼
間
人
口
で
は
第
五
位
）
の
人
口
を
有
し
、
京
都
府
の
人
口

の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
 

 
 

写真‐1 豊郷小学校旧校舎群 

（2010 年 8月 23日、上田撮影） 

図‐12 滋賀県犬上郡豊郷町 

 

（無料白地図サイトより上田作成） 

図‐13 京都府京都市 
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３
．

１
．

１
 
豊

郷
小

学
校

旧
校

舎
群

 

     
前
述
し
た
よ
う
に
、
豊
郷
町
に
は
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
が
存
在
す
る
。

こ
の
校
舎
は
、
昭
和
十
二
年
に
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ

ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
設
計
に
よ
り
竣
工
さ
れ
た
。
「
白
亜
の
殿
堂
」
、
「
東

洋
一
の
小
学
校
」
と
謳
わ
れ
、
文
化
財
と
し
て
の
指
定
や
登
録
こ
そ
な
い

も
の
の
、
そ
の
歴
史
的
価
値
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
建
造
物
で
あ
る
。

旧
校
舎
の
特
徴
と
し
て
は
、
明
快
で
整
然
と
し
た
構
成
と
、
「
イ
ソ
ッ
プ

寓
話
：
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
の
物
語
に
登
場
す
る
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
（
写
真
‐
２
）
が
階
段
の
手
す
り
に
装
飾
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
階
段
を
上
が
る
ご
と

に
物
語
が
進
展
し
て
い
く
と
い
う
、
独
特
の
表
現
が
成
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
歴
史
的
で
斬
新
な
校
舎
群
を
巡
り
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
三

年
ま
で
、
町
と
住
民
が
衝
突
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
校
舎
の
老
朽
化
と

耐
震
性
を
理
由
と
し
て
、
校
舎
の
解
体
と
新
校
舎
の
建
設
を
目
指
す
方
針

を
、
町
が
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
針
に
対
し
て
、
改
修
保
存
を

求
め
る
、
豊
郷
小
学
校
を
卒
業
し
た
住
民
な
ど
が
反
対
し
、
「
豊
郷
町
の

歴
史
と
未
来
を
考
え
る
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
会
の
住
民
グ
ル
ー
プ

に
よ
っ
て
、
地
裁
に
解
体
差
止
を
求
め
る
仮
処
分
申
請
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
の
申
請
は
見
事
「
校
舎
解
体
差
止
の
仮
処
分
決
定
」
と
し
て
地
裁
か
ら

く
だ
さ
れ
た
の
だ
が
、
町
は
そ
の
仮
処
分
決
定
を
無
視
し
、
突
然
解
体
工

事
を
強
行
し
た
。
そ
れ
に
猛
反
発
を
し
た
住
民
ら
は
、
工
事
を
阻
止
す
る

た
め
に
泊
ま
り
込
み
な
ど
を
行
い
、
町
と
対
立
し
た
。
そ
の
攻
防
戦
と
も

い
え
る
模
様
が
当
時
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
、
豊
郷
小
学
校
は
全
国
の
関
心
を

集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
果
、
町
か
ら
旧
校
舎
の
改
修
保
存
と
新
校
舎

の
建
設
が
表
明
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
旧
校
舎
の
側
に
新
校
舎
を
完

成
さ
せ
た
。
ま
た
、
旧
校
舎
（
写
真
‐
３
）
は
意
匠
を
大
切
に
保
存
・
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
復
元
を
目
的
と
し
て
改
修
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て

二
〇
〇
九
年
五
月
三
十
日
、
改
修
さ
れ
た
旧
校
舎
は
、
豊
郷
町
内
の
複
合

施
設
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
（
山
根
 
二

〇
〇
二
・
二
〇
〇
三
）
。
 

 
 

写真‐2 ウサギとカメのブロンズ像 

（2010 年 8月 23日、上田撮影） 

写真‐3 改修前の豊郷小学校 

（豊郷小学校 HPより転載） 
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11月11月11月11月 12月12月12月12月

7 ・豊郷小学校旧校舎　大掃除 27 ・年末ライトアップイベント
ファンや滋賀県主催ツアー者による ヨガ・ダンス公演等の催し

22 ・けいおんがく！ライブ

併せてコスプレイベントも開催
28 ・唯ちゃんお誕生日会

誕生日のお祝い＆ファン交流会

1月1月1月1月 2月2月2月2月

16 ・澪ちゃんお誕生日会 20 ・憂ちゃんお誕生日会
誕生日のお祝い＆ファン交流会 誕生日のお祝い＆ファン交流会

31 ・さわ子先生お誕生日会

誕生日のお祝い＆ファン交流会
・豊郷町レンタサイクル開始

地元住民からの提供：1日500円

3月3月3月3月 4月4月4月4月

13 ・ライブ（酬徳記念館利用） 11 ・ミニコースター発売
14 ・オルゴール発売 豊郷町内の店舗に設置

チャリティーグッズとして寄贈される

16 ・定期清掃会
28 ・彦根東高校箏曲部の演奏会

5月5月5月5月 6月6月6月6月

1 ・さわやかウォーキング
JR東海主催・830人参加

30 ・豊郷小学校公開1周年

豊日中と龍谷大によるコンサート等

7月7月7月7月 8月8月8月8月

3 ・ムギちゃんお誕生日会 2 ・豊郷小学校旧校舎群切手発売
誕生日のお祝い＆ファン交流会 郵便局からの発売

28 ・近江鉄道記念乗車券第１弾 7 ・とっとまつり2010！

キャラのイラスト入り切符発売 旧校舎群での地域の祭り
豊郷町商工会青年部の協力で実現 21 ・律ちゃんお誕生日会

誕生日のお祝い＆ファン交流会

9月9月9月9月 10月10月10月10月

5 ・鷲宮土師祭（豊郷ブース） 9 ・とよさとアニソンライブ2010！！
らき☆すたの聖地、鷲宮への出張 豊郷町商工会創設50周年記念

11 ・近江鉄道記念乗車券第２弾 30 ・桜高文化祭＆あきのごはん祭り

キャラのイラスト入り切符発売 豊郷駅の改札を無人から有人に
観光協会による近江米の提供

スタッフ含め総勢1500人の参加

        
    

表‐1 旧校舎群および豊郷町に関するイベント表（2009 年 11月～2010 年 10月） 

（今日の部室・アッホーブログを参考に、上田作成） 
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３
．

１
．

２
 
京

都
府

京
都

市
 

     
京
都
府
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
国
勢
調
査
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
「
け
い
お
ん
！
」
を
抜
擢
し
た
（
写
真
‐
４
）
。
若
者
に
人
気
の
あ

る
作
品
を
起
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
認
知
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
協
力
を
呼
び
か
け
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
起
用
す
る
と
い
う

イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
広
報
展
開
に
し
た
の

で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
ま
た
、
「
京
都
市
が
、
漫
画
や
ア
ニ

メ
の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
を
紹
介
す
る
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
乗

り
出
す
。
漫
画
に
登
場
し
た
商
店
街
な
ど
に
フ
ァ
ン
を
呼
び
込
む
の
が
狙

い
だ
。
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
中
京
区
）
の
協
力
も
得
て
、

来
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
か
ら
配
布
す
る
。
」（

二
〇
一
〇
年
五
月
七
日
京
都

新
聞
よ
り
抜
粋
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
京
都
市
は
漫
画
や
ア
ニ
メ
を
利
用

し
た
「
ま
ち
お
こ
し
」
を
始
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
 

        

３
．

２
 
調

査
方

法
 

     
本
論
文
で
は
、（
１
）
現
地
調
査
、（
２
）
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
で
の

聞
き
取
り
調
査
の
２
点
で
行
っ
た
。
 

 ３
．

２
．

１
 
現

地
調

査
 

     
二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
三
日
お
よ
び
十
月
三
日
、
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎

群
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
調
査
を
行
い
、
豊
郷
町
の
現
在
の
状
況
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
旧
校
舎
内
に
て
「
け
い
お
ん
！
」
の
中
で
使
わ
れ

て
い
る
背
景
を
写
真
に
収
め
、
ア
ニ
メ
の
背
景
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
同

日
、
町
役
場
で
も
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
よ
り
一
層
考
え
を
深
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
 

 
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
十
月
二
日
お
よ
び
十
月
四
日
、
京
都
市
内
を
中
心

に
調
査
を
行
っ
た
。
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
で
行
っ
た
時
と
同
様
に
、
作

中
の
背
景
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
巡
り
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
こ
の
際
、

奈
良
県
在
住
の
関
様
に
市
内

の
案
内
を

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
効
率
よ
く
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

 ３
．

２
．

２
 
豊

郷
小

学
校

旧
校

舎
群

で
の

聞
き

取
り

調
査

 

     
二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
三
日
、
旧
校
舎
の
見
学
や
撮
影
に
訪
れ
て
い
た

写真‐4 国勢調査促進ポスター 

（2010 年 10月 2日、上田撮影） 
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巡
礼
者
の
方
々
に
お
話
を
伺
っ
た
。
全
部
で
１
４
人
（
男
性
１
１
人
・
女

性
３
人
）
の
方
に
簡
単
な
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
内
容

と
し
て
は
、
年
齢
・
ど
こ
か
ら
来
た
か
・
何
回
目
の
登
校
か
・
他
の
作
品

の
聖
地
巡
礼
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
・
聖
地
巡
礼
に
つ
い
て
の
意
見
、

な
ど
、
約
五
分
程
度
の
聞
き
取
り
調
査
と
な
っ
た
。
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎

群
に
訪
れ
る
聖
地
巡
礼
者
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
「
交
流
を

促
進
す
る
観
光
：
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
か
ら
考
え
る
」
（
岡
本
 
二
〇
一
〇
）

に
詳
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 ４
 
現

地
調

査
に

よ
る

結
果

 

４
．

１
 
豊

郷
小

学
校

旧
校

舎
群

の
現

在
 

     
近
江
鉄
道
の
豊
郷
駅
を
出
て
、
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
ま
で
は
歩
い
て

一
〇
分
ほ
ど
だ
っ
た
の
だ
が
、
道
中
、
目
立
っ
た
建
物
や
観
光
施
設
な
ど

は
な
く
、
地
元
住
民
に
出
く
わ
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。
 

 
校
舎
内
に
は
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
子
育
て
支
援
室
セ
ン
タ
ー
、
商
工
会

室
や
会
議
室
が
あ
り
、
複
合
施
設
と
し
て
の
役
割
は
果
た
し
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
調
査
を
行
っ
た
日
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
校
舎
内
で
遊

ん
で
お
り
、
そ
の
近
く
で
母
親
た
ち
が
談
笑
し
て
い
る
姿
を
た
び
た
び
目

に
し
た
。
ま
た
、
休
館
日
で
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、
町
立

の
図
書
館
も
旧
校
舎
の
一
角
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
階

の
廊
下
に
は
、
「
け
い
お
ん
！
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
お
り
（
写
真

‐
５
）
、
地
域
住
民
に
も
あ
る
程
度
は
認
知
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
感
じ
た
。
酬
徳
記
念
館
（
旧
図
書
館
）
で
は
、
土
日
祭
日
を
中
心
に
「
け

い
お
ん
！
カ
フ
ェ
」
（
写
真
‐
６
）
が
営
業
さ
れ
て
お
り
、
軽
食
や
飲
み

物
な
ど
を
口
に
し
つ
つ
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
「
け
い
お
ん
！
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
が
多
く
、
値
段
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
他
に
、
酬
徳
記
念
館

や
音
楽
部
室
に
は
、
フ
ァ
ン
か
ら
の
寄
贈
品
（
グ
ッ
ズ
・
イ
ラ
ス
ト
等
）

が
多
数
飾
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
撮
影
す
る
フ
ァ
ン
の
姿
も
多
く
見
ら
れ

た
。
「
け
い
お
ん
！
」
グ
ッ
ズ
が
多
数
集
ま
る
こ
の
場
所
は
、
さ
な
が
ら

博
物
館
の
よ
う
で
あ
る
と
感
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
旧
校
舎
に
訪
れ
る
フ

ァ
ン
た
ち
が
自
ら
よ
り
居
心

地
の
良
い
環
境
を
作
り
上
げ
て
い
る
様
子

は
、
一
般
的
な
観
光
地
や
名
所
に
は
無
い
光
景
で
あ
る
だ
ろ
う
。
 

 
 

写真‐5 豊郷小学校旧校舎群 1階廊下 

（2010 年 10月 3日、上田撮影） 

 

写真‐6 酬徳記念館 

（2010 年 8月 23日、上田撮影） 
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ま
た
、
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
で
は
、
「
け
い

お
ん
！
」
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
旧
校
舎
群
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
豊

郷
町
全
体
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
主
催
者
は
様
々
で
、
中
に
は
フ
ァ
ン
が
主
催
と
し
て

運
営
を
執
り
行
う
イ
ベ
ン
ト
も
存
在
す
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
九

年
十
一
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
十
月
ま
で
の
、
一
年
間
に
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
を
書
き
出
す
こ
と
に
し
た
（
表
‐
１
）
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
表
作
成
に
あ

た
り
、
「
今
日
の
部
室
」
と
「
ア
ッ
ホ
ー
ブ
ロ
グ
」
と
い
う
ブ
ロ
グ
サ
イ

ト
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
の
運
営
者
は
、

「
け
い
お
ん
！
」
と
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
の
地
域
振
興
に
携
わ
る
方
で

あ
る
。
 

 ４
．

１
．

１
 
「

け
い

お
ん

！
」

と
豊

郷
小

学
校

旧
校

舎
群

 

     
１
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
は
、「

け
い
お
ん
！
」

の
主
人
公
た
ち
が
通
う
「
私
立
桜
が
丘
女
子
高
等
学
校
（
以
下
、
桜
が
丘

高
校
）
」
と
酷
似
し
て
い
る
。
建
物
全
体
は
も
ち
ろ
ん
、
教
室
の
中
や
階

段
・
廊
下
な
ど
、
細
部
ま
で
似
せ
て
こ
だ
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
特
徴
で

あ
る
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
も
そ

の
ま
ま
作
品
の
中
に
登
場
す
る
。
し
か
し
、
写
真
‐
７
の
よ
う
に
、
一
部

だ
け
改
変
さ
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。
 

 

  
 

写真‐7 豊郷小学校旧校舎群 

（2010 年 10月 3日、上田撮影） 
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４
．

２
 
「

け
い

お
ん

！
」

と
京

都
府

 

  
「
け
い
お
ん
！
」
の
聖
地
と
し
て
、
上
で
述
べ
た
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎

群
以
外
に
、
京
都
府
が
挙
げ
ら
れ
る
。
京
都
府
は
、
主
人
公
た
ち
の
登
下

校
や
日
常
生
活
の
場
面
で
背
景
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ア
ニ
メ
背

景
と
実
際
の
場
所
を
、
で
比
較
し
た
（
写
真
‐
８
・
９
）
。
こ
の
比
較
で

分
か
る
こ
と
は
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
店
名
や
商
品
名
が
、
ア
ニ
メ
に

な
る
と
少
し
名
前
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
、
逆
に
住
宅
の
形
や
信
号
機

の
位
置
、
木
や
山
の
形
は
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
違
い
が
み
え
な

い
箇
所
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

            

            

京
都
府
の
聖
地
で
は
、
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
の
よ
う
に
、
フ
ァ
ン
に

よ
っ
て
「
け
い
お
ん
！
」
の
グ
ッ
ズ
が
飾
ら
れ
た
り
寄
贈
さ
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
は
確
認
で
き
て
い
な

い
。
し
か

し
、
第
２
話
で
主
人
公
た
ち
が

「
1
0
G
IA

」
と
い
う
楽
器
店
に
楽
器
を
買
い
に
行
く
と
い
う
話
が
あ
り
、

そ
の
聖
地
で
あ
る
「
J
E
U
G
I
A
三
条
本
店
」
で
は
、
店
内
の
一
部
に
グ
ッ

ズ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
、
「
け
い
お
ん
！
」
に
ゆ
か
り
の
あ
る
楽

器
店
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
ま
た
、
楽
器
売
り
場
付
近
に

は
、
主
人
公
た
ち
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
た
機
材
等
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
で
も
「
け
い
お
ん
！
」
を
利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い

た
（
写
真
‐
１
０
）
。
 

写
真
‐
８
 

松
ヶ
崎
～
京
都
造
形
芸
術
大
学
近
辺
 

（
二
〇
一
〇
年
十
月
二
日
、
上
田
撮
影
）
 

写
真
‐
９
 

京
都
市
内
 

（
二
〇
一
〇
年
十
月
二
日
、
上
田
撮
影
）
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           ４
．

２
．

１
 
京

都
府

に
お

け
る

聖
地

分
布

図
 

     
こ
こ
で
は
、
京
都
府
に
お
け
る
「
け
い
お
ん
！
」
の
聖
地
の
分
布
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
５
万
分
の
１
の
地
形
図
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
（
図
１

４
）
。
地
図
の
北
は
京
都
市
北
区
、
南
は
京
都
府
八
幡
市
、
西
は
京
都
市

右
京
区
、
東
は
京
都
市
左
京
区
で
あ
る
。
地
図
上
の
黄
緑
色
の
点
は
、
通

学
や
日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
る
背
景
の
位
置
と
し
、
青
い
点
は
、
修
学

旅
行
の
回
で
使
わ
れ
て
い
る
背
景
の
位
置
と
し
た
。
こ
の
地
図
に
よ
り
、

聖
地
の
密
集
し
て
い
る
地
域
が
、
主
に
京
都
市
左
京
区
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
は
主
人
公
の
ひ
と
り
で
あ
る
「
平
沢
唯
」
の
自

宅
が
あ
る
と
さ
れ
る
地
域
で
あ
り
、
ア
ニ
メ
で
の
登
場
回
数
も
ひ
と
き
わ

多
い
。
次
に
、
聖
地
が
密
集
し
た
左
京
区
の
拡
大
図
を
、
２
万
５
千
分
の

１
の
地
形
図
で
作
成
し
た
（
図
１
５
）
。
 

 
以
上
の
地
図
を
見
る
と
、「

平
沢
唯
の
自
宅
（
黄
色
の
点
）
」
の
位
置
か

ら
、
桜
が
丘
高
校
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
京
都
造
形
芸
術
大
学
」
の
位
置
ま

で
の
、
通
学
路
に
プ
ロ
ッ
ト
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

通
学
・
日
常
生
活
の
プ
ロ
ッ
ト
が
打
た
れ
て
い
る
地
域
に
は
、
「
京
都
」

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
神
社
や
寺
院
が
少
な
く
、
ア
ニ
メ
の
背
景
の
中
に
も

そ
う
い
っ
た
「
京
都
」
を
決
定
づ
け
る
建
物
や
観
光
名
所
等
が
登
場
し
な

い
。
し
か
し
、
修
学
旅
行
の
回
で
は
、
京
都
駅
・
金
閣
寺
・
北
野
天
満
宮
・

嵐
山
と
い
っ
た
、
京
都
な
ら
で
は
の
名
所
が
背
景
と
し
て
次
々
に
登
場
す

る
。
 

 ５
 
聞

き
取

り
調

査
に

よ
る

結
果

 

 二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
三
日
、
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
で
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
た
。
十
四
名
へ
の
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
中

か
ら
二
名
の
回
答
を
、
本
論
文
に
お
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
と
し

て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
 

 ５
．

１
 
豊

郷
小

学
校

旧
校

舎
群

で
の

聞
き

取
り

 

     
Ａ
さ
ん
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
豊
郷
小
学
校
に
足
を
運
ん
で
い
る
と
 

写
真
‐
１
０
 
Ｊ
Ｅ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ａ
三
条
本
店
 

（
二
〇
一
〇
年
十
月
二
日
、
上
田
撮
影
）
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図‐14 京都府における「けいおん！」聖地の分布図 

（現地調査により上田作成：5万分の 1） 
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図‐15 京都府における「けいおん！」聖地の分布図 

（現地調査により上田作成：2万 5千分の 1） 
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い
う
、
岐
阜
県
在
住
の
二
〇
代
男
性
で
あ
る
。
Ａ
さ
ん
は
豊
郷
小
学
校
に

訪
れ
る
理
由
と
し
て
、
フ
ァ
ン
同
士
の
交
流
を
挙
げ
た
。
同
じ
作
品
を
好

き
な
人
だ
け
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
る
た
め
、
居
心
地
が
良
く
、
足
を
運
び

や
す
い
の
だ
と
い
う
。
 

 
Ｂ
さ
ん
は
、
豊
郷
小
学
校
に
訪
れ
る
こ
と
自
体
は
初
め
て
だ
が
、
他
の

作
品
の
聖
地
に
は
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
る
と
い
う
、
神
奈
川
県
在
住
の

二
〇
代
男
性
で
あ
る
。
Ｂ
さ
ん
に
と
っ
て
聖
地
巡
礼
と
は
、
普
段
の
旅
行

を
よ
り
格
別
に
す
る
も
の
・
好
き
な
作
品
を
よ
り
好
き
に
な
る
も
の
、
で

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
や
漫
画
等
を
利
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
に
つ

い
て
は
、
ま
ち
が
に
ぎ
わ
う
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と

回
答
し
た
。
し
か
し
、
数
年
後
に
は
ブ
ー
ム
が
去
り
、
巡
礼
者
の
数
が
減

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸
念
も
あ
っ
た
。
 

 
他
の
巡
礼
者
の
方
々
も
、
Ａ
さ
ん
や
Ｂ
さ
ん
の
よ
う
に
聖
地
巡
礼
に
対

し
て
の
思
い
は
前
向
き
で
、
聖
地
に
対
す
る
愛
着
も
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｂ
さ
ん
が
懸
念
し
て
い
た
「
ア
ニ
メ
の
フ
ァ
ン
の
減
少
が
、
巡

礼
者
の
減
少
に
繋
が
る
」
と
い
う
課
題
は
、
他
の
巡
礼
者
の
方
々
も
感
じ

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
 

 ６
 
考

察
 

６
．

１
 
「

け
い

お
ん

！
」

と
豊

郷
町

活
性

化
 

 

「
け
い
お
ん
！
」
の
聖
地
で
あ
る
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
の
大
き
な
利

点
は
、
滞
在
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
広
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ス
ペ

ー
ス
を
利
用
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
域

振
興
に
繋
が
り
や
す
い
。
現
時
点
で
は
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
く
、
鷲
宮
町
の

よ
う
に
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
よ
う
な
事
例
も
少
な
い
。
ま
た
、
豊

郷
小
学
校
旧
校
舎
群
の
も
う
ひ
と
つ
の
利
点
と
し
て
、
歴
史
的
価
値
の
高

い
建
造
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
取
り
壊
し
の
事

件
を
経
て
、
地
域
の
財
産
と
な
っ
た
旧
校
舎
群
は
、
豊
郷
町
の
歴
史
に
も

大
き
な
意
味
の
あ
る
建
造
物
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の
聖
地

に
は
な
か
な
か
な
い
広
い
ス
ペ
ー
ス
と
歴
史
的
価
値
の
あ
る
旧
校
舎
群

を
活
か
し
て
、
地
域
振
興
に
繋
げ
て
い
け
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
に
も
欠

点
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
周
辺
地
域
に
は
ほ
と
ん
ど
住
宅
し
か
な
い
と

い
う
こ
と
と
、
交
通
の
便
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
聖

地
巡
礼
者
は
旧
校
舎
群
の
中
に
留
ま
っ
て
し
ま
い
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
り
づ
ら
い
。
自
家
用
車
で
訪
れ
る
巡
礼
者
は
、
離
れ
た
商
店
街
や
飲
食

店
に
も
足
を
伸
ば
し
や
す
い
の
だ
が
、
筆
者
の
よ
う
に
電
車
で
し
か
訪
れ

る
方
法
の
な
い
巡
礼
者
は
、
や
は
り
旧
校
舎
群
の
中
に
留
ま
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
改
善
し
巡
礼
者
に
地
域
を
巡
っ
て
も
ら
う
に

は
、
旧
校
舎
群
を
拠
点
と
し
た
豊
郷
町
巡
回
バ
ス
が
効
果
的
で
は
な
い
か
、

と
考
え
た
。
豊
郷
町
を
巡
回
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
痛
バ
ス
」
な
ど
が
登
場

す
れ
ば
、
筆
者
の
よ
う
に
旧
校
舎
群
の
中
に
留
ま
り
が
ち
な
巡
礼
者
も
足

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
よ
り
豊
郷
町
を
知
り
、
よ
り
地
域
を
好
き
に
な
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る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
は
地
域
の
多
大
な
協
力
が
必
要
不
可

欠
に
な
る
た
め
、
巡
礼
者
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
 

 

６
．

２
 
「

け
い

お
ん

！
」

と
背

景
 

 

「
け
い
お
ん
！
」
の
背
景
で
、
主
に
京
都
府
が
使
わ
れ
て
い
る
理
由
の

ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
て
い

る
「
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
本
社
が
京
都
府
に
所
在
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
背
景
が
京
都
府
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「

京

都
」
で
あ
る
と
決
定
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
寺
院
や
神
社
、
名
所
や
観
光
地

等
は
作
中
に
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
け
い
お
ん
！
」
と
い
う
作
品

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
「
の
ん
び
り
と
し
た
、
至
っ
て
平
凡
で
よ
く
あ
り
そ

う
な
女
子
高
生
の
日
常
」
で
あ
る
た
め
、
背
景
も
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う

な
町
の
風
景
を
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
ま
た
、

修
学
旅
行
の
回
で
京
都
府
の

名
所
や
観
光
地
等
が
明
確
に
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
「
通
学
や
日
常
生
活
で
の
背
景
は
京
都
府
で
あ
り
、
主
人

公
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
域
も
京
都
府
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
曖
昧

に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
曖
昧
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 ６
．

３
 
聖

地
巡

礼
の

可
能

性
 

聖
地
巡
礼
者
や
聖
地
の
あ
る
地
域
か
ら
す
れ
ば
、
鷲
宮
町
の
よ
う
に
舞
台

を
明
確
に
発
表
し
て
も
ら
う
方
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
で

き
地
域
活
性
化
に
も
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
制
作
者
側
と
し
て
は
、
作

中
の
舞
台
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
必
ず
し
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
が
る
わ

け
で
は
な
い
。
 

以
下
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
中
心
と
し
た
、
制
作
会
社
（
コ
ン
テ
ン
ツ
ホ

ル
ダ
ー
）・

地
域
（
住
民
・
商
工
会
）・

聖
地
巡
礼
者
（
フ
ァ
ン
）
の
関
係

イ
メ
ー
ジ
図
を
示
し
た
（
図
‐
１
６
）
。
 

              

図‐16 制作会社・地域・聖地巡礼者の 

相互関係イメージ図（上田作成） 
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こ
の
イ
メ
ー
ジ
図
に
当
て
は
ま
る
代
表
的
な
項
目
を
述
べ
る
と
、
①
コ

ン
テ
ン
ツ
の
供
給
、
②
会
社
の
利
益
、
③
地
域
の
宣
伝
・
活
性
、
④
も
て

な
し
と
な
る
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
⑤
と
⑥
の
項
目
に
関

し
て
は
事
例
が
少
な
く
、
あ
る
と
し
た
ら
グ
ッ
ズ
制
作
に
あ
た
っ
て
の
著

作
権
等
の
話
し
合
い
程
度
で
あ
ろ
う
。
 

 
「
聖
地
巡
礼
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
狙
い
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

聖
地
巡
礼
者
（
フ
ァ
ン
）
は
作
品
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
こ
と
、
地
域
（
住

民
・
商
工
会
）
は
地
域
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
、
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

に
関
し
て
は
既
に
達
成
し
て
い
る
地
域
（
鷲
宮
町
な
ど
）
も
存
在
す
る
。

し
か
し
、
制
作
会
社
（
コ
ン
テ
ン
ツ
ホ
ル
ダ
ー
）
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
会

社
と
し
て
は
、
ま
ず
利
益
に
な
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
発
展
さ
せ
る
か
、
ど
う
し
た
ら
よ
り
利
益
を
生
む
ビ
ジ
ネ

ス
に
な
る
の
か
、
こ
れ
が
重
要
で
あ
る
だ
ろ
う
。
フ
ァ
ン
が
主
体
で
あ
る

聖
地
巡
礼
行
動
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
う
ま
く

制
作
会
社
（
コ
ン
テ
ン
ツ
ホ
ル
ダ
ー
）
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
三
者
の
発
展
・
向
上
が
見
込
め
る
。
著
作
権
等
の
や
り
取
り
だ
け
で
な

く
、
違
っ
た
視
点
で
ど
の
よ
う
に
地
域
と
関
わ
っ
て
い
け
る
の
か
。
こ
れ

が
今
後
、
聖
地
巡
礼
行
動
の
可
能
性
を
広
げ
る
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ

う
。
 

 ７
 
お

わ
り

に
 

    

 
 
今
回
の
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

（
１
）
聖
地
に
つ
い
て
 

・
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
海
外
の
順
で
聖
地
が
多
い
。
 

・
ど
の
年
代
で
も
、
聖
地
を
持
つ
地
域
は
東
京
都
が
一
番
多
い
。
 

・
東
京
都
・
神
奈
川
県
だ
け
で
、
日
本
全
国
（
海
外
含
む
）
の
聖
地
全
体

の
約
４
割
を
占
め
て
い
る
。
 

・
作
品
の
割
合
で
い
う
と
、
東
京
都
お
よ
び
神
奈
川
県
、
も
し
く
は
両
方

に
聖
地
を
持
つ
作
品
は
、
全
体
の
約
７
割
弱
。
 

・
オ
タ
ク
文
化
の
急
成
長
に
よ
り
、
聖
地
巡
礼
が
行
わ
れ
る
作
品
が
急
激

に
増
え
た
。
 

（
２
）
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
に
つ
い
て
 

・
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
は
、
取
り
壊
し
の
事
件
に
よ
り
地
域
の
財
産
と

な
っ
た
。
 

・
現
在
は
複
合
施
設
と
し
て
機
能
し
つ
つ
、
巡
礼
者
の
居
心
地
の
良
い
場

所
と
し
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 

・
旧
校
舎
群
と
「
け
い
お
ん
！
」
の
背
景
は
、
一
部
の
改
変
以
外
は
ほ
と

ん
ど
一
致
す
る
。
 

・
広
い
ス
ペ
ー
ス
と
歴
史
的
価
値
の
あ
る
旧
校
舎
群
を
活
か
し
て
、
地
域

振
興
に
繋
げ
て
い
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

・
留
ま
り
が
ち
な
巡
礼
者
も
、
旧
校
舎
群
を
拠
点
と
し
た
豊
郷
町
巡
回
バ

ス
が

あ
れ
ば
足
を
伸
ば
し
て
地
域

を
よ
り
知

る
こ
と
が
で

き
る
の

で

は
な
い
か
。
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・
「
ら
き
☆
す
た
」
の
よ
う
に
、
巡
礼
者
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
強
く
し

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
活
性
化
は
望
め
な
い
。
 

（
３
）
京
都
府
に
つ
い
て
 

・
京
都
府
は
ア
ニ
メ
を
利
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
を
始
め
て
い
る
。
 

・
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
店
名
や
商
品
名
が
ア
ニ
メ
に
な
る
と
少
し
名
前

が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
逆
に
住
宅
の
形
や
信
号
機
の
位
置
、
木
や
山
の

形
は

ま
っ
た
く
と

言
っ
て
い
い
ほ

ど
違
い
が

み
え
な
い
箇

所
も
存

在

す
る
。
 

・
京
都
府
に
お
け
る
「
け
い
お
ん
！
」
の
聖
地
は
、
京
都
市
左
京
区
に
集

中
し
て
い
る
。
 

・
「
京
都
」
で
あ
る
と
決
定
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
寺
院
や
神
社
、
名
所
や

観
光
地
等
は
作
中
に
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
修
学
旅
行
の
回
で
は
「
京

都
」
の
観
光
地
を
訪
れ
て
い
る
。
 

・
通
学
や
日
常
生
活
で
の
背
景
は
京
都
府
で
あ
り
、
主
人
公
た
ち
が
生
活

し
て
い
る
地
域
も
京
都
府
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
曖
昧
に
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
 

（
４
）
聖
地
巡
礼
の
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
 

・
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
わ
る
制
作
会
社
・
聖
地
巡
礼
者
・
地
域
の
中
で
、
聖

地
巡

礼
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
の

は
巡
礼
者

と
地
域
だ
け

の
場
合

が

多
い
。
 

・
フ
ァ
ン
が
主
体
で
あ
る
聖
地
巡
礼
行
動
に
制
作
会
社
を
介
入
さ
せ
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
う
ま
く
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
三
者
の
発

展
・
向
上
が
見
込
め
る
。
 

・
著
作
権
等
の
や
り
取
り
だ
け
で
な
く
、
違
っ
た
視
点
で
ど
の
よ
う
に
地

域
と
関
わ
っ
て
い
け
る
の
か
が
、
今
後
の
聖
地
巡
礼
行
動
の
可
能
性
を

広
げ
る
重
要
な
課
題
と
な
る
。
 

（
５
）
自
分
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
 

・
海
外
の
分
布
図
を
作
り
、
世
界
規
模
で
聖
地
の
分
析
を
行
う
こ
と
。
 

・
舞
台
探
訪
ア
ー
カ
イ
ブ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
だ
け
で
は
デ
ー
タ
と

し
て
不
十
分
な
の
で
、
違
う
作
品
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
。
 

・
聖
地
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
け
、
そ
れ
を
分
布
図
に
し
て
さ
ら
に
詳
し
い

分
析
を
行
う
こ
と
。
 

・
ア
ニ
メ
と
聖
地
の
関
係
性
を
よ
り
深
く
考
察
す
る
た
め
に
、
ア
ニ
メ
で

登
場
す
る
背
景
の
登
場
回
数
や
シ
ー
ン
に
分
け
る
こ
と
。
 

・
制
作
会
社
を
ど
の
よ
う
に
介
入
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
デ
ー
タ

を
集
め
て
深
く
考
察
す
る
こ
と
。
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。
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受
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。
そ
し
て
、
豊
郷
小
学
校
で
聞
き
取
り
に
応
じ
て
く

だ
さ
っ
た
巡
礼
者
の
方
々
、
ま
た
、
未
熟
な
筆
者
の
悩
み
等
を
聞
い
て
く
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だ
さ
っ
た
り
、
夕
食
会
に
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
豊
郷
町
産
業
振
興

課
の
清
水
様
を
は
じ
め
、
豊
郷
小
学
校
で
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
 

 
二
〇
一
〇
年
十
一
月
二
十

七
日
の
コ

ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

に
お
い
て
、
北
海
道
大
学
の
岡
本
健
様
に
は
全
面
的
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
北
海
道
大
学
の
山
村
高
淑
様
、
株
式
会
社
エ
ン
タ

ー
ブ
レ
イ
ン
の
正
木
様
に
は
、
論
文
に
つ
い
て
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
ま
く
活
か
し
き
れ
て
い
る
か
は
不

安
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
無
し
で
は
行
き
づ
ま
っ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
「
聖
地
巡
礼
」
の
研
究
を
き
っ
か
け
に
、
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
友
好
関
係
も
と
て
も
広
が
り
ま
し
た
。
県
を
越
え
て

大
学
を
越
え
て
、
こ
ん
な
に
も
友
人
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
研
究
と

い
う
枠
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
筆
者
の
人
生
に
お
い
て
も
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
 

 
何
度
も
く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
研
究
を
き
っ
か
け
に
知

り
合
う
こ
と
の
で
き
た
皆
様

に
支
え
ら

れ
て
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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